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東京生まれ
小学校から高校まで松山在住
東日本建築教育研究会製図コンクールにて奨励賞
愛媛県内高校生建築競技設計にて会長賞
（愛媛県建築士事務所協会主催）
画家・高橋勉氏に師事。約10年間、古典絵画技法全般を学ぶ
日本工業大学建築学科 卒業
画家として活動開始する。東京や埼玉にて毎年個展開催
日本ファンタジーノベル賞受賞作者「世界の果の庭」
（新潮社）の装丁担当
美術家の登竜門である昭和会にて優秀賞（東京／日動画廊）
愛媛県美術館に作品「ドライフラワー」収蔵される
～17　愛媛新聞 冊子アクリート表紙画連載
絵画教室やオリジナルブランド額工房「㈱リチェルカ」を設立 
「えひめの塗り絵」を出版
その他、出版装丁画や受賞多数、全国にて個展中心に活動。 
現在、現代日本美術会 会員／審査員  

題：「あかばし（岩堰橋）」上田　勇一
［表紙画について］

「あかばし」は大正13年竣工。橋長18.2
ｍ・幅1.4ｍのつり橋で、桜や菜の花など
季節の花々とともに、地域の人々に親し
まれています。岩堰の景観は、初代松山
城主・加藤嘉明が城下を洪水から守るた
めに、石手川（湯山川）改修工事に着手
したところまで遡ります。指示を受けた
足立重信は、岩堰に立ちふさがる岩盤を
切り開き、ここから流れを西南に向けま
した。余戸で重信川（伊予川）に合流さ

せ、岩堰の掘削は、石切鑿だけで固い岩
盤を削ったのでした。今も残る石鑿の跡
は、当時の難工事を物語っています。
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　令和２年度通常総会は役員改選の重要な総会でもある
にもかかわらず、今年に入り新型コロナウイルスの蔓延
に依り令和元年度末から新年度にかけての様々な会議が
人数制限されたり縮小であったり、書面又はウェブ会議
であったりと、今までに経験したことのない例年とは全
く違った形での開催方法となり、同様に総会も縮小した
形での開催・決議方法となりましたが、皆様のご理解と
ご協力により各議案も承認・議決を得ることが出来まし
た。副会長をはじめ常務理事・理事・監事も新しい人員
でスタートすることとなりました。私は引続き、会長の大
役を仰せつかることとなりました。新役員と一丸となっ
て本会発展に努めますので、従前と変わらぬお力添えを
頂きますようお願い申し上げます。
　今年度の会長表彰・感謝状贈呈者の方には式典の場で
の贈呈も出来ず、また従来であれば県内各支部から参加
の会員の皆様においても、年に一度の懇親会での交流も
できませんでしたが、来年には今年の分まで盛大な総会
行事が可能になるよう、ただ収束を祈るだけです。
　昨年度より準備を重ねていた中国四国青年・女性ブロッ
ク大会もウイルス蔓延に依り中止となり、この大会に向
けての青年女性委員会スタッフのこれまでの苦労が残念
でなりませんが、緊急事態宣言が発令されるような社会
情勢の中では仕方無かったかと思います。しかし、この
会に向けての委員会活動の経験は全く無駄ではなく、将
来に渡り様々な形で生かされるものと思います。
　例年なら既に県内各支部でも開かれていた「建築士の
日の行事」もウイルスの蔓延に収束が見えないまま通常
の方法では開催が困難と思われますが、状況を見ながら
の検討のうえ、来年２月くらいまでに無理のない行事を
行っていただければと思います。
　当会の一大行事といっても過言ではない、建築士法の
改正後、初めての受験資格に依る一級・二級・木造建築
士学科試験が先般愛媛大学を会場に行われ、無事終える
ことが出来ました。受験者数は例年より増加しましたが
昨年までと違い、ウイルス対策の検温・消毒にも多くの
手を取られ試験監理員さんも緊迫した一日ではなかった
かと思いました。この経験を活かし設計製図の試験並び
に順次開催される指定講習会などにも同様の感染対策を
行い、当会行事が要因とならないよう気を付けたいと思
います。
　一方で士会の正会員は、全国的な数字より減少率は少
ないといえ毎年漸減しております。建築士の合格率の低
下また高齢化社会も原因の一つかも知れませんが、会員
の年齢別構成比率から数年後を想定すると、このままで
は会の存続に支障が出るのではないかと思われ、何とか

今のうちにと対策を打ち出して数年経ちますが、これと
いった効果が発揮できていないのが現状です。執行部も
さることながら、会員一丸となって取り組まなければな
らない重要な課題と考えています。
　現在の社会情勢の中では、県内各支部の活動や各委員
会活動も通常のままでは行えない場面も多いと思います
が、状況を踏まえて冷静に判断して頂けたらと思います。
　公益法人としての公益行事比率も考えなければなりま
せんが、無理をしてまでの活動は止めるべきだと思いま
す。開催しない判断の方がハードルは高いと思います。
公益社団法人愛媛県建築士会の会員として秩序と責任を
もって行動して頂き、このような時こそ会員一同知恵と
力を会わせて乗り切りたいと思います。
　会員の皆さん、関係各位のご協力をお願いします。

（公社）愛媛県建築士会会長　赤根　良忠

令和2年度通常総会写真
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